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計画の推進体制

計画の実現に向けて

計画の進行管理

目標の実現には、市民、ボランティア活

動団体、民間事業者、学校、行政など、 朝

霞に係るすべての人が一体となって取り組

むことが大切です。 それぞれの強みを生

かし、力をあわせて、 朝霞らしいみどりを

未来へ育んでいきましょう。

計画が着実に進んでいるか、客観的な目標（指標）で確認します。

みどりが持つ多様な効果が、実際に発揮されているかを継

続的に調査します。 最新のデータや市民の皆さんの声をあわ

せ効果を検証します。

この計画の推進にあたっては、年度ごとに事業進捗を整理

し、朝霞市緑化推進会議において検証を行います。また、社会

情勢の変化やグリーンインフラの効果検証の結果を的確に反

映させるため、「Ｐ（計画）－Ｄ（実行）－Ｃ（評価）－Ａ（改善）」の

サイクルを回し、定期的な計画の見直しを行います。
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（２）グリーンインフラの多面的効用のモニタリング

（３）定期的な進行管理と計画の見直し

+ 0 .2 9 + 0 .3 0

2 1 .5％ 2 2 .3％

2 .13㎡/人 3 .16㎡/人

3 0 .9回/年 3 1 .9回/年

現況値　令和7（2025）年度末

みどりの満足度
「そう思う（+1.0）」～「そう思わない（－1.0）」

までの５段階評価の平均

目標項目

市域に占める緑地の割合

一人当たりの都市公園の面積

公園の利用頻度

目標値　令和17（2035）年度末

（１）進行管理を図るための目標設定
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朝霞らしいみどりを 
みんなで育み 暮らしに生かすまち

朝霞らしいみどりを 
みんなで育み 暮らしに生かすまち
朝霞市は、便利な都会の顔と豊かな武蔵野の自然を併せ

持つ魅力的なまちです。しかし、この50年で市内のみどり

は約15％も減少してしまいました。

また、猛暑や豪雨など、近年の気候変動も私たちの生活に

影響を与えています。この課題に向き合い、みどりの保全

と活用を総合的に進める計画を策定しました。それが、

これからのまちづくりの指針となるみどりの基本計画です。

今ある大切なみどりを守り、さらに自然の持つチカラを

生かしていく。そのような、より住みやすく魅力的なまち

づくりを、この計画とともに進めます。

朝霞市は、便利な都会の顔と豊かな武蔵野の自然を併せ

持つ魅力的なまちです。しかし、この50年で市内のみどり

は約15％も減少してしまいました。

また、猛暑や豪雨など、近年の気候変動も私たちの生活に

影響を与えています。この課題に向き合い、みどりの保全

と活用を総合的に進める計画を策定しました。それが、

これからのまちづくりの指針となるみどりの基本計画です。

今ある大切なみどりを守り、さらに自然の持つチカラを

生かしていく。そのような、より住みやすく魅力的なまち

づくりを、この計画とともに進めます。
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・生き物調査
・緑地管理活動等連携

協力

答申

諮問共有

・みどりの環境づくり
・資金や人材提供などの支援

・みどりの基盤整備や管理
・イベントなどの開催
・助成などの支援　など
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